












































(例 4)では「し手J(次郎)、 「受け手J (三郎)のみである。使役文の
(例 1)に現れる「させ手J(太郎)は、 (例4) では現れない。 又、
他動詞文の(例5)は、使役文の(例6)と構文的に似ているけれども、
(例4)と同ビく「し手J(父)、 「受け手J(太郎) のみで「させ手」 が























いことは、 (例11)が認められないことからもわかる。(例 9)で、 「太
郎」は服を自分の体に対して着るのである。従って、動作を人と人の関係
からとらえた場合、 (例 9)では「し手J r受け手」はともに「太郎」と
いうことになる。これに対し、 (例10)の場合、 「し手」は「太郎」、「受
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(例14a )では、 「し手」と「受け手」が同一人物(amani (母親わで
ある。 i受け手」が mali<頭・髪)でないことは、 (例16a)が認めら
れないことからもわかる。(例15a )では、 「し手J( amani ) と「受け
手J(ai <子供>)が別の人物である。(例14a)では kam-< (髪を)洗
う)のみが用いられ、 (例15a )では kam-ki -< (髪を)洗う)のみが























た形(例:mak -i- (食べさせる)) (以下この形を i形と呼ぶ)(6) 
2 )動詞の語幹に語尾-ke (又は，-tolok)、さらに助動詞ha-が付いた
















(例18)a. 8m8ni-ka ai-eke os-il けiP-8S'-taj ip-hi-8S'ーtaト
b.母親が子供に 服を作者た/着せたl。
(例17a)の場合はip-hi- <着せる)が、 (例18a)の場合はip- <着
る)が、それぞれ認められなし述。再帰性動詞lpー が用いられる(例17a ) 
では、 「し子J r受け手」が同一人物(8m8ni (母親))である。一方lpー
のi形 ip-hiー が用いられる(f9tll8a )では、 「し手J (8m8ni)と「受け
手J (ai (子供>)が別の人物となっている。 従って、再帰性動詞とその
i形は、 「し手」と「受け手」が常に同一人物か、常に別の人物か、とい
う点で互いに異なっている。つまりこのことは、再帰i生動詞に対し、その
i形が非再帰性を表すことを意味する。(例14a )の kamー <(髪を)洗
う)と(例15a )の kam-ki- < (髪を)洗う)の関係も、 kam-kiー が
kamー の i形であるから、これと同じである。
では、これらの形と ha形の関係はどうであろうか。
i pー の i形と ha形の違いについては、すでに柴谷方良氏が，論文の中でふ
れている(J)柴谷氏はこの論文の中で、 ha形の ip-ke haー がしばしば被使













(例20)a. amani-ka ai-eke os-il honるasaip-ilako 
b.母親が子供に 服をひとりで着ろ













る。 ip-， kam-のように、 i形も ha形もとりうる再帰性動詞としては、
ほかに pis- ((髪を)硫く)， pas- (脱ぐ)などがある。
次に ha形のみをとりうる再帰性動詞と、そのha形の意味について考え
てみる。この種の動調としては、たとえば t'i- U目を)開ける)がある。
(例21)a. hwan己a-kanun-il J: -as'-ta. 
b.患者が 目を 聞けた。
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(例22)a. Iisa-ka { hwan白-iij*cukin salam-iif nun-il 
b 医者が{患者のj*死んだ人の} 目を
t'i-ke( t'i-tolok) ha-jas'-ta. 
聞けさせた。
t'iー は (例21a )のように用いられる。(例22a)はhwanるa(患者)を
用いた場合は認められ、 cukinsalam (死んだ人)を用いた場合は認めら
れない。つまり、 ha形 t'i-ke ( t'i-tolok) haー は、 「させ手」と「し
手」がいないと用いられない。従って、このha形は使役の意味をもっ。そ





























(例23)a. amani-nin sikmo-eke mjaohssa t'al-eke 
b.母親は :h'手伝いさんに命ピて 娘に






























































(例15)a. amani-ka ai-i mali-lil主竺旦二単一as'-ta.
b.母親が 子供の頭を 注ュと。
(例27)a. amani-ka ai-eke mali-lil honるasa
b.母親は 子供に頭を ひとりで
kam-ke( kam-tolok) ha-jas'-ta. 
洗わせた。
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(例14)(例15)で、朝鮮語kam- < (髪を)洗う)は再帰性動詞、 kam-







対格助調は lil又は il (をH kam-の場合、 mali <頭・髪}やthal ( 
毛)が対格をとる。このような特徴をもっ再帰動詞は、日本語にはないよ
うである。そのため、日本語では無再帰性動詞が対応するものと考えられ
る。この種の動詞としては、 kam-のほかに pis-< (髪を)硫く)などが
がある。この種の動詞があることは、朝鮮語の一つの特徴だといえよう。







(例28)a dmdn凶 aeaki-ii son-e ton-il cy-as'-ta. 
b，母親が 自分の手に 金を握った。
(例29)a， am;:mi-ka ai-ii son-e ton-i1 ey-as'ー は.
b.母親が子供の手に 金を 握らせた。
(例28b) (例29b)のように、 日本語の「握るJ I握らせる」は、再帰
・非再帰の対立をなしている。これに対し朝鮮語は、 (例28a) (例29a) 

























まず、朝鮮語の無再帰性動詞とその i形・ ha形について考えてみる。 i
形・ ha形をとる無再帰性動詞の例として mak- <食べる)をあげてみる。




(例32)a. ? a♂impap-i kojani-eke mak-hi-dろ'-ta.
b. ?朝ごはんが 描に食べられた。
( f.列30a)では「し手J (kojaDi (描>) がいるだけで「受け手」はいな
いo achimpap (朝ごはん)が「受け手」でないことは(例32a)が不自然で
あることからもわかる。(例31a )では「し子J ( kojaDi )と「受け手」




(例33)a. kanhopu-ka honらamdkil日U dp叩 in hwan匂-eke
b.看護婦がひとりで食べることのできない患者に
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pap-il {旦8k-i-8s'-taj?rn8k-ke( ffi8k-tolok) ha-j8s'-ta}. 
ごはんを金三主主た。
(例34)a. 8ffi8ni-nin ai-eke ffi8k-ilako ffij8nhES8 ki-eke 
b.母親は 子供に食べろと命ピて 彼に
pap-il honOas8 {準旦kとas'-tajffi8k-出 maトtolok)ha-j8s'-taf.
ごはんをひとりで 盆-.1'{主主た。
(例33a)ではha形の ffi8k-ke( ffi8k-tolok) ha-が不自然であり、 (例





け手」でもある。これに対し、(例34a)では「させ手J (8ffi8ni (母親)) 
と「し手J (♂{子供))の聞には、 何の具体的動作も行われていない。
(例33a) (例34a)とも「し手Jのほかに「させ手」がいるので、 無再











(例35)a. 8m8ni-ka ujupj8D-il ip-e kak'ai te:-ko 
b.母親が牛乳びんを 口に近づけて
ai-eke uju-lil盟主豆一ke(masi-tolok) ha:-j8s'-ta. 
子供に牛乳を飲ませた。
(f7tl36) a. 8m8ni-ka ai-eke masi-lako mj8Dhe:s8 ki-eke 
b.母親が子供に 飲めと 命じて 彼に

















(例37)a. ipらaDhaninsalam-til-in kjewan-eke ipcaDkwan-il 
b.入場する 人々は 係員に
{旦2コ-as'-ta/?po-ke( po-tolok) ha-jas'-ta}. 
{見せた1?見させた}。
入場券を
(例38)a. amani-nin t'al-eke mjaDhEsa ea pa!)-ii moja!)-il 
b.母親は 娘に 命じて その部屋の様子を




















I~使〉I日JR\、 H前岳7他三動割、'-._詞一 再 帰 '性 無 再 帰 性
if1 非再帰/ 誘動的使役 / 朝鮮語
ha形 使 役 使 役 伝達的使役 使 役


















(3) 朝鮮文字のローマ字転写は、許雄『圏語音韻事』正音社 ソウル 1965 
の音素表記を用いた。





(6) i形を作る接尾辞はーl-.-Uー のほかに、 -hi-.-ki--li-.-ku-.-ikh i-. ch i--ikhi-
があり、ー lUー のように 2つ組み合わさって用いられることもある。
{7l Masayoshi Shibatani， Lexical versus Periphrastic Causatives in 
Korean， Journal of Linguistics 9， 1973， p 283参照。
{8l 大村益夫「日本語・朝鮮語の表現について一受身と使役一 .ーJ r講座日本
語教育』第15分冊 早稲田大学語学教育研究所 1979。
(9l ?の印は、その文、又はその語を用いた文が、いえないことはないが不
自然さを伴う文であることを示す。
10) たとえば、 「母親は娘に服を脱ぐように言った。」とだけいうほうがより
自然であろう。
